
（ 1 ）　　第１７２号� ２０１６年（平成２８年）９月１５日珠 算 お か や ま

平成28年８月28日（日）　10時～12時

支部通常総会
平成28年８月28日㈰

於 岡山県珠算会館

常
任
委
員
会

ご
あ
い
さ
つ

�
 

支
部
長
　
梅
川
　
博
之

　

日
々
が
経
過
す
る
の
は
、
非
常

に
早
い
も
の
で
支
部
長
の
ご
指
名

を
受
け
て
、
毎
日
毎
日
が
あ
っ
と

い
う
間
に
何
に
も
で
き
ず
過
ぎ
て

後
悔
ば
か
り
し
な
が
ら
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
々
夢
を
も
っ
て
こ
の
暑
い

中
を
色
々
と
、
子
ど
も
さ
ん
達
の

ご
指
導
に
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
日
本
は
ほ
ん
と
う
に
せ
ま

い
と
思
い
な
が
ら
お
り
ま
し
た

が
、
各
地
で
は
い
ろ
い
ろ
な
事
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

先
般
は
九
州
地
方
（
特
に
熊
本

を
中
心
と
し
て
）
が
大
変
な
災
害

に
見
舞
わ
れ
、
地
元
の
人
達
は
大

変
な
こ
と
に
遭
遇
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
皆
様
方
は
大
変
と
思
い

ま
す
が
、
頑
張
っ
て
一
日
も
早
い

平
常
の
生
活
に
戻
る
こ
と
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、総
会
を
は
じ
め
講
習
会
、

そ
の
他
色
々
な
大
き
な
行
事
、
特

に
競
技
大
会
が
多
く
控
え
て
お
り

担
当
の
役
員
の
先
生
方
に
も
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
何
事
も

な
く
終
了
で
き
る
こ
と
を
念
じ
て

お
り
ま
す
。

　

最
初
に
皆
様
に
お
約
束
し
ま
し

た
「
会
員
の
増
加
」
に
つ
い
て
、

私
な
り
に
色
々
な
知
恵
と
努
力
を

し
て
お
り
ま
す
。
結
果
が
出
て
い

ま
せ
ん
が
、
皆
様
の
協
力
を
得
な

が
ら
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
会
員
の
「
和
」
に

つ
い
て
、
今
は
皆
様
の
ご
協
力
で

一
つ
の
和
が
出
来
つ
つ
あ
る
と
喜

ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
力
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
こ
の
一
年
変
わ
ら
な
い

ご
協
力
を
お
願
い
し
楽
し
い
支
部

作
り
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
　
　
　
平
成
二
十
八
年
七
月
十
日（
日
）
10
時
～
16
時�

於 

岡
山
県
珠
算
会
館

常
任
委
員
会·

地
区
長
連
絡
会 

開
催

　

岡
山
県
支
部
通
常
総
会
が
常
任

委
員
会
の
後
、
開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
故
髙
階　

健
先
生
、
故

四
代
支
部
長
中
島
房
夫
先
生
を
偲

ん
で
出
席
者
全
員
黙
祷
し
た
。

　

梅
川
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、

平
上
一
孝
副
理
事
長
、
林
直
也
本

部
顧
問
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。

　

表
彰
式
に
次
い
で
議
事
に
入

る
。

平
成
二
十
八
年
度
表
彰
者

�

（
敬
称
略
）

★
本
部
表
彰

【
永
年
在
籍
】

　

六
十
年　

鳥
越　

仲
二〔
矢
掛
〕

　
五
十
五
年　

山
野　

通
彦〔
矢
掛
〕

　
　
　
　
　

中
島　

和
義〔
岡
山
〕

　
　
　
　
　

中
野　

榮
二〔
吉
備
〕

　

五
十
年　

原
田　

忠
文〔
高
梁
〕

　
　
　
　
　

平
上　

一
孝〔
賀
陽
〕

　
　
　
　
　

成
本
真
三
幸〔
邑
久
〕

　

四
十
年　

西
中　

俊
子〔
岡
山
〕

　
　
　
　
　

則
武　

雅
美〔
岡
山
〕

　

三
十
年　

片
桐　

秀
子〔
井
原
〕

︻
事
業
優
績
】

　

検
定
二
、
〇
〇
〇
名
以
上

　
　
　
　
　

中
野　

智
恵〔
吉
備
〕

　

検
定
一
、
〇
〇
〇
名
以
上

　
　
　
　
　

塩
飽　

丸
光〔
岡
山
〕

　
　
　
　
　

松
岡
え
み
子〔
岡
山
〕

　
　
　
　
　

河
相　

睦
美〔
備
南
〕

　
　
　
　
　

柿
本
か
つ
よ〔
備
南
〕

★
支
部
表
彰

︻
永
年
在
籍
】

　

十
五
年
・
十
年　

該
当
者
な
し

正
副
議
長
選
出

　

議　

長

　
　
　

羽
原　

律
子
〔
岡
山
〕

　

副
議
長

　
　
　

則
武　

雅
美
〔
岡
山
〕

　

書　

記

　
　
　

光
吉　

博
美
〔
備
南
〕

　

議
事
録
署
名
人

　
　
　
　

繁
森
壽
賀
子
〔
東
備
〕

　
　
　
　

川
口　

久
子
〔
備
南
〕

定
足
数
報
告

　
　
　

尾
﨑
祈
生
子（
総
務
部
長
）

　
　
　
　

正
会
員
数　

九
十
一
名

　
　
　
　

出 

席 

者　

五
十
二
名

　
　
　
　

委 

任 

状　

三
十
四
名

　
　
　
　

合　
　

計　

八
十
六
名

　

�

正
会
員
数
九
十
一
名
の
過
半
数

に
達
し
て
い
る
の
で
総
会
が
成

立
す
る
こ
と
を
報
告
。

︻
議
事
】

第
一
号
議
案

　

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告

　

事
業
報
告

　
　
　

梅
川　

博
之　

支 

部 

長

　

収
支
決
算
報
告

　
　
　

西
中　

俊
子　

会
計
担
当

　

監
査
報
告

　
　
　

落
合　

正
治　

監
査
委
員

★
「
適
正
で
あ
っ
た
。」
と
報
告

�

︻
承
認
︼

第
二
号
議
案

　

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
報
告

　

事
業
計
画

　
　
　

梅
川　

博
之　

支 

部 

長

　

収
支
予
算
報
告

　
　
　

西
中　

俊
子　

会
計
担
当

　

質
疑
応
答

　

・�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
補
助
金
、

全
国
珠
算
研
究
集
会
（
於
広

島　

平
成
二
十
九
年
三
月
）

の
参
加
者
へ
の
補
助
金
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

�
︻
承
認
︼

�
以　

上

出
席
者
（
敬
称
略
）

　

梅
川
・
尾
𥔎
・
西
中
・
羽
原

　

藤
村
・
光
吉
・
中
野
（
智
）

　

池
上
・
松
岡
・
中
野
（
榮
）

　

落
合
・
土
井
原
・
金
光

　

豊
田
・
川
口
・
松
本
・
嘉
数

　

平
川
・
亀
山
・
平
上
（
博
）

　

繁
森
・
青
山
・
吉
田

【
合
同
会
議
】

○
支
部
長
あ
い
さ
つ

○
退
会
者
報
告
（
敬
称
略
）

　

石
井　

啓
一
（
岡
山
）

　

矢
島　

操
子
（
美
作
）

　

松
本　

典
子
（
高
梁
）

　

杉
本　
　

亘
（
新
見
）

�

以
上
四
名

○
新
入
会
員
（
敬
称
略
）

　

杉
本　
　

匡
（
新
見
）

�

一
月
承
認
済

〈
議
題
〉

１
．�

次
期
常
任
委
員
の
選
出
方
法

に
つ
い
て

　

・
日
程�

（
下
欄
に
記
載
）

　

・�

委
員
選
出
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
選

出
一
覧
表
の
通
り
。

�

（
下
欄
に
記
載
）

２
．�

各
執
行
部
報
告
並
び
に
一
連

事
業
に
つ
い
て

　
〔
監
査
報
告
〕
七
月
七
日
実
施

　
　

�

現
金
・
帳
簿
等
正
確
で
あ
る

と
の
旨
報
告
。

　
〔
研
修
部
〕

　

・�

八
月
二
十
八
日
（
日
）
総
会

後
、
講
習
会
開
催
。
講
師
は

広
島
県
支
部
副
支
部
長
伊
藤

博
子
先
生
。

　

・�

二
月
十
九
日
（
日
）
臨
時
総

会
後
講
習
会
開
催
。
講
師
は

兵
庫
県
の
小
学
校
教
師
の
岸

本
ひ
と
み
先
生
。

　

・�

算
数
チ
ャ
レ
ン
ジ
検
定
に
つ

い
て
は
今
後
検
討
す
る
。

　
〔
検
定
部
〕

　

・�

本
部
よ
り
検
定
問
題
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
問
題
の
残

部
は
破
棄
す
る
よ
う
に
と
の

事
。
欠
席
者
の
問
題
も
、
必

ず
地
区
長
が
責
任
を
持
っ
て

破
棄
す
る
こ
と
。

　

・�

段
位
検
定
試
験
会
場
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
定
部
で
検
討

す
る
。

　
〔
競
技
部
〕

　

・�

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
四

日
（
日
）
岡
山
県
珠
算
競
技

大
会
実
施
。「
全
日
本
珠
算

選
手
権
大
会
」
選
手
三
名
、

「
中
国
五
県
選
手
権
大
会
」

選
手
二
十
九
名
を
決
定
。

　

・
十
月
十
日
（
祝
）

　
　

�

岡
山
県
ち
び
っ
子
そ
ろ
ば
ん

大
会
（
岡
山
県
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
）

　
　

※�

会
場
の
都
合
に
よ
り
開
催

日
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

　

・
十
月
十
六
日
（
日
）

　
　

全
日
本
通
信
珠
算
競
技
大
会

�

（
各
地
区
に
て
）

　

・
十
一
月
二
十
八
日
（
月
）～

�

十
二
月
四
日
（
日
）

　
　

�

岡
山
県
下
通
信
暗
算
競
技
大

会�

（
各
教
場
に
て
）

　
〔
広
報
部
〕

　

・�「
珠
算
お
か
や
ま
」
一
月
一

日
と
五
月
十
五
日
に
発
行
。

　

・�

九
月
十
五
日
「
珠
算
お
か
や

ま
」
発
行
予
定
。

　

・�

各
種
競
技
大
会
の
写
真
を
希

望
す
る
人
は
、
Ｃ
Ｄ
に
て
販

売
。
大
会
参
加
申
し
込
み
の

時
に
注
文
し
て
下
さ
い
。

　
〔
学
対
部
〕

　

・�

小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師

派
遣
事
業
実
施
。
五
十
二
校

で
三
年
生
二
、
九
九
四
名
、

四
年
生
二
十
四
名
だ
っ
た
。

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
四
十
校
回
収

　

・�

小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

保
険
加
入
手
続
き
は
各
地
区

で
取
り
ま
と
め
て
申
し
込

む
。

　

・�

今
年
度
か
ら
、
小
学
校
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
授
業
で
使
用
す
る

テ
キ
ス
ト
「
た
の
し
い
そ
ろ

ば
ん
」
の
部
数
を
確
認
し
、

小
学
校
側
の
受
領
印
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
も
ら
っ
て
、
実

施
報
告
書
と
一
緒
に
支
部
へ

届
け
る
。

　
〔
総
務
部
〕

　

・�

少
年
院
、
刑
務
所
の
指
導
者

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
は
、

七
月
一
日
に
申
し
込
み
済

み
。

　

・�

本
部
よ
り
受
験
者
増
加
対
策

と
し
て
、
地
区
に
対
し
て
交

付
金
が
出
ま
す
。

　
　

�

平
成
二
十
八
年
一
月
～
六
月

ま
で
を
八
月
に
交
付
。

　
　

�

平
成
二
十
八
年
七
月
～
十
二

　
　

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
八

日
（
日
）
通
常
総
会
の
前
、
九
時

～
九
時
五
十
分
迄
、
常
任
委
員
会

が
開
か
れ
た
。

　
　

出
席
者
（
敬
称
略
）

　
　

梅
川
・
尾
﨑
・
西
中
・
羽
原

　
　

藤
村
・
西
本
・
光
吉

　
　

中
野
（
智
）・
池
上
・
松
岡

監
査
委
員　

中
野
（
榮
）・
落
合

○
支
部
長
の
あ
い
さ
つ

○�

平
成
二
十
八
年
度
支
部
通
常
総

会
の
役
割
分
担
を
決
め
る
。

○�

総
会
・
指
導
者
講
習
会
等
の
日

程
確
認
。

○
競
技
部
よ
り

・�

平
成
二
十
八
年
度
岡
山
県
ち

び
っ
子
そ
ろ
ば
ん
大
会
開
催
日

が
十
月
十
日
（
祝
）
に
変
更
に

な
っ
た
。（
案
内
は
、
全
日
本

通
信
珠
算
競
技
大
会
の
事
と
一

緒
に
九
月
中
旬
発
送
し
ま
す
）
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月
ま
で
を
平
成
二
十
九
年
二

月
に
交
付
。

【
常
任
委
員
会
】

　

・
選
挙
管
理
委
員
二
名
は

　
　
　

問
田
基
義
本
部
参
与

　
　
　

原
田
忠
文
支
部
参
与

�

〈
承
認
〉

　

・
新
入
会
員
の
承
認
に
つ
い
て

�

〈
敬
称
略
〉

　
　

尾
﨑　

美
祈
（
岡
山
）
三
号

�

〈
承
認
〉

　

・
支
部
通
常
総
会
に
つ
い
て

　
　
　

八
月
二
十
八
日
（
日
）

　
　

�

常
任
委
員
会
の
後
、
通
常
総

会
。�

（
十
時
～
十
二
時
）

　

・
役
員
選
出
に
つ
い
て

　
　

�

地
区
長
会
で
同
意
の
上
、
常

任
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
。

〔
地
区
長
会
よ
り
報
告
〕

　

・�

常
任
委
員
選
出
方
法
に
つ
い

て
は
、
八
名
の
地
区
割
り
と

す
る
。

�

〈
賛
成
〉

�

以
上

・�

県
下
通
信
暗
算
競
技
の
時
間
配

分
に
つ
い
て
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
競
技
部
で
検

討
し
案
内
を
す
る
。

平
成
29·

30
年
度

常
任
委
員•

監
査
委
員

�

選
出
に
つ
い
て

ブロック 会員数 選出数
岡山・備前・吉備地区 32名 ４名
津山・勝英・美咲・倉敷地区 18名 １名
新見・賀陽・高梁・東備地区 17名 １名
井原・矢掛・邑久・備南地区 24名 ２名

計 91名 ８名
全県より立候補および推薦 ２名
監査委員全県より立候補および推薦 ２名

選
挙
日
程

選
挙
管
理
委
員
会

・
発　

足�

９
月
21
日
㈬

・
立
候
補
締
切

�

11
月
４
日
㈮

・
選
挙
管
理
委
員
会

�

11
月
７
日
㈪

・
役
員
推
薦
委
員
会

�

11
月
10
日
㈭

常任委員　地区長さん　皆さん出席された

下記ブロックより選出



（ 2 ）　　第１７２号 ２０１６年（平成２８年）９月１５日珠 算 お か や ま

品川　七海さん

　
今
夏
、
例
年
に
も
増
し
て
灼
熱

の
猛
烈
な
暑
さ
は
異
常
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

メ
ダ
ル
四
十
一
個
と
史
上
最
高
で

終
わ
り
ま
し
た
。

　
中
国
五
県
選
手
権
大
会
で
は
、

対
抗
競
技
で
準
優
勝
、
名
人
戦
は

熱
い
戦
い
の
末
、
準
名
人
と
選
手

団
の
功
績
を
称
賛
。

　
指
導
者
講
習
会
も
盛
況
の
中
、

無
事
終
了
。
よ
い
収
穫
が
得
ら
れ

さ
ら
に
引
き
出
し
を
増
や
さ
れ
た

事
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
執
行
部
一
連
事
業
に

多
数
の
参
加
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
各
地
区
だ
よ
り
の
原
稿
を
お
待

ち
し
て
ま
す
。 

（
E
・
M
）

編
集
後
記

第
三
七
三
回
（
珠
算
）

　
五
段
　
利
守
　
里
香
（
東
備
）

　
　
　
　
横
山
　
春
香
（
新
見
）

　
四
段
　
品
川
　
七
海
（
新
見
）

　
　
　
　
岡
田
　
　
貫
（
岡
山
）

　
　
　
　
小
川
　
夏
実
（
東
備
）

　
　
　
　
三
宅
　
那
実
（
高
梁
）

　
参
段
　
河
原
　
裕
哉
（
岡
山
）

　
　
　
　
花
川
　
美
幸
（
矢
掛
）

　
　
　
　
下
山
美
穂
子
（
岡
山
）

準
参
段
　
髙
林
　
夏
鈴
（
備
南
）

　
　
　
　
横
田
　
佳
奈
（
賀
陽
）

第
三
七
三
回
（
暗
算
）

　
八
段
　
伊
藤
　
嵩
志
（
吉
備
）

　
六
段
　
井
上
　
未
久
（
美
作
）

　
五
段
　
河
村
　
菜
緒
（
美
咲
）

　
四
段
　
原
　
　
成
美
（
岡
山
）

　
　
　
　
長
瀬
　
晴
南
（
東
備
）

準
四
段
　
森
　
菜
々
美
（
高
梁
）

　
　
　
　
原
　
　
苺
伽
（
岡
山
）

　
　
　
　
奥
村
　
　
響
（
美
咲
）

　
　
　
　
河
内
　
琳
香
（
吉
備
）

　
　
　
　
岩
野
　
侑
輝
（
美
咲
）

　
参
段
　
石
川
　
健
太
（
邑
久
）

　
　
　
　
大
森
　
愛
子
（
備
南
）

　
　
　
　
下
村
　
祐
太
（
東
備
）

準
参
段
　
宮
原
　
鴻
志
（
東
備
）

第
三
七
四
回
（
珠
算
）

　
四
段
　
野
﨑
あ
か
り
（
東
備
）

　
　
　
　
三
宅
　
志
佳
（
高
梁
）

◆
岡
山
県
支
部
の
成
績
は
次
の
通
り

　団
体
総
合
競
技

　
　小
学
生
の
部

　
　
　
二
位
　
若
潮
ス
ク
ー
ル

　
　
　
三
位
　
則
武
珠
算
研
究
所

　
　
　
　
　
　
光
速
算
ク
ラ
ブ

　
　中
学
生
の
部

　
　
　
二
位
　
岡
本
珠
算
塾

中
国
五
県
珠
算
選
手
権
大
会
開
催

日

　時

　平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
一
日
（
日
）

　
　
　
　午
前
八
時
二
十
分
開
会

　
　於

　山
口
市

　「ホ
テ
ル
か
め
福
」

主

　催

　公
益
社
団
法
人

　全
国
珠
算
教
育
連
盟

　
　
　
　中
国
地
方
連
合
会

珠
算
指
導
者
講
習
会

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
八
日
（
日
）

会
場

　岡
山
県
珠
算
会
館

講
師

　伊
藤

　博
子
先
生

演
題

　「伊
藤
珠
算
研
究
会
に
お
け
る
応
用
計
算
指
導
」

退

会

者

平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日
現
在

岡
山
地
区

　
石
井
　
啓
一

美
作
地
区

　
矢
島
　
操
子

高
梁
地
区

　
松
本
　
典
子

新
見
地
区

　
杉
本
　
　
亘

岡
山
地
区

　
伊
東
ま
ち
子

　
　
　
　
　（
平
成
二
十
八
年
五
月
）

吉
備
地
区

　
廣
石
　
高
幸

　
　
　
　
　（
平
成
二
十
八
年
六
月
）

新
見
地
区

　
杉
本
　
節
夫
（
義
母
逝
去
）

　
　
　
　
　（
平
成
二
十
八
年
六
月
）

初
孫
お
祝
い

出
産
お
祝
い

お

く

や

み

新

入

会

員

　
岡
山
地
区

　
新
見
地
区

尾﨑　美祈
（昭和42年生）

杉本　　匡
（昭和43年生）

第
三
七
三
回
・
第
三
七
四
回
準
参
段
以
上
検
定
昇
段
者

合
格
お
め
で
と
う
‼

　
全
珠
連
広
島
県
支
部
よ
り
伊
藤

博
子
先
生
、
岡
田
支
部
長
さ
ん
を

お
迎
え
し
て
開
催
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
六
十
一
名
の
受
講
生
に
と
っ
て

資
料
に
添
っ
た
映
像
で
の
説
明
は

と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
。

　
二
人
の
先
生
か
ら
感
想
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

指
導
者
講
習
会
に
参
加
し
て

 

矢
掛
地
区
　
金
光
　
恵

　
ま
ず
初
め
に
、
伊
藤
珠
算
研
究

会
の
紹
介
か
ら
始
ま
り
①
あ
ゆ
み

②
指
導
シ
ス
テ
ム
③
教
場
の
行
事

伊
藤
先
生
の
塾
で
実
践
さ
れ
て
る

数
々
の
こ
と
を
教
え
て
頂
き
、
そ

の
中
で
も「
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
」

「
開
塾
三
十
周
年
記
念
親
子
そ
ろ

ば
ん
大
会
開
催
」「
暑
中
見
舞
い

の
ハ
ガ
キ
を
チ
ラ
シ
と
し
て
出
し

た
」
な
ど
大
変
興
味
深
く
聞
か
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
応
用
計
算
指
導
で
の

①
塾
生
の
算
数
の
学
力
ア
ッ
プ
②

検
定
試
験
合
格
を
考
え
る
③
保
護

者
・
塾
生
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
る
と

い
っ
た
指
導
者
の
立
場
か
ら
の
目

的
を
持
ち
、
応
用
計
算
指
導
上
の

い
く
つ
か
の
課
題
〔
①
指
導
時
間

の
確
保
②
低
学
年
の
指
導
③
学
校

に
お
け
る
算
数
の
指
導
と
ど
の
よ

う
に
対
応
さ
せ
る
か
④
算
数
の
専

門
家
で
は
な
い
の
に
指
導
し
て
大

丈
夫
だ
ろ
う
か
⑤
算
法
（
乗
算
）

の
違
い
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る

か
〕
も
あ
る
が
、
三
級
二
級
一
級

の
順
に
応
用
計
算
の
指
導
方
法
を

一
問
ず
つ
、
例
え
ば
⑴
の
問
題
は

四
年
生
の
算
数
で
（ 

）
か
ら
計

算
す
る
な
ど
、
と
て
も
解
り
易
く

小
学
校
算
科
の
指
導
目
標
・
学
年

別
学
習
項
目
と
を
説
明
し
て
頂

き
、
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
式
を

つ
く
り
記
入
し
、
各
自
そ
ろ
ば
ん

を
使
っ
て
計
算
し
ま
し
た
。
文
章

問
題
で
は
、文
章
の
中
の
言
葉（
例

え
ば
、
分
け
る
・
ず
つ
・
全
部
で
・

面
積
は
等
）
が
乗
算
・
除
算
・
公

式
ど
れ
を
使
う
か
、
当
て
嵌は

め
る

か
、
な
ど
丁
寧
に
教
え
て
下
さ
い

ま
し
た
。

　
学
習
学
年
を
き
ち
ん
と
知
っ
た

上
で
指
導
す
る
こ
と
が
、
と
て
も

大
切
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
全
日
本
珠
算
選
手
権

大
会
に
於
い
て
十
年
読
上
算
の
読

み
手
を
勤
め
ら
れ
た
伊
藤
先
生
よ

選手の皆さんがんばりました。

準名人
廣石　佳穂さん

　
　
　
　
寺
元
　
眞
矩
（
岡
山
）

　
　
　
　
小
林
　
花
菜
（
吉
備
）

準
四
段
　
竹
林
　
蒼
空
（
備
南
）

　
参
段
　
髙
林
　
夏
鈴
（
備
南
）

　
　
　
　
中
村
　
明
菜
（
美
咲
）

準
参
段
　
田
中
　
那
奈
（
邑
久
）

　
　
　
　
小
林
　
篤
史
（
高
梁
）

第
三
七
四
回
（
暗
算
）

　
九
段
　
大
井
な
つ
み
（
東
備
）

　
　
　
　
伊
藤
　
嵩
志
（
吉
備
）

　
八
段
　
平
口
　
敦
詞
（
吉
備
）

　
六
段
　
阿
部
　
　
恵
（
吉
備
）

　
五
段
　
田
中
　
那
奈
（
邑
久
）

　
　
　
　
奥
村
　
　
響
（
美
咲
）

　
　
　
　
平
田
　
翔
真
（
吉
備
）

　
四
段
　
池
田
　
慎
平
（
岡
山
）

　
　
　
　
宮
原
　
鴻
志
（
東
備
）

　
　
　
　
小
林
　
篤
史
（
高
梁
）

　
　
　
　
岩
野
　
侑
輝
（
美
咲
）

準
四
段
　
下
山
　
　
颯
（
井
原
）

　
　
　
　
田
中
　
愛
結
（
岡
山
）

　
　
　
　
茨
木
　
彩
心
（
岡
山
）

　
参
段
　
桑
元
　
優
希
（
美
咲
）

　
　
　
　
三
宅
　
那
実
（
高
梁
）

　
　
　
　
𠮷
𠮷
　
和
奏
（
吉
備
）

準
参
段
　
森
藤
　
貴
子
（
岡
山
）

　
　
　
　
小
坂
ち
な
せ
（
井
原
）

　
　
　
　
平
島
　
颯
菜
（
美
咲
）

　
　
　
　
伊
藤
　
颯
真
（
岡
山
）

　
　
　
　
平
島
　
遼
成
（
美
咲
）

　
　高
校
・
一
般
の
部

　
　
　
三
位
　
若
潮
ス
ク
ー
ル

　個
人
総
合
競
技

　
　小
学
生
の
部

　
　
　
三
位
　
藤
井
　
宏
夢

　
　高
校
・
一
般
の
部

　
　
　
二
位
　
廣
石
　
佳
穂

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
長
い
よ
う

で
短
か
っ
た

旅
が
終
わ
り

を
告
げ
ま
し

た
。私
に
と
っ

て
こ
の
旅
は
、

こ
の
先
に
繋
が
る
大
き
な
出
来
事

と
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
海
外
に
初
め
て
の
文

化
・
生
活
、
初
め
て
尽
く
し
の
事

ば
か
り
で
し
た
。

　
慣
れ
な
い
事
に
戸
惑
い
も
し
ま

し
た
が
、
第
二
十
八
回
生
の
皆
と

共
に
乗
り
越
え
る
事
が
出
来
ま
し

た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
で
の
珠
算

指
導
は
、
前
日
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
で
の
経
験
を
生
か
し

て
、
上
手
く
伝
え
る
事
が
出
来
た

と
思
い
ま
す
。
英
語
を
使
い
な
が

ら
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
う
な
ど
、

工
夫
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
観
光
で
は
、
楽
し
む
と
共
に
ア

メ
リ
カ
の
文
化
や
暮
ら
し
ぶ
り
も

学
ぶ
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
訪
米
使
節
団
の
皆
と
は
直
ぐ
に

打
ち
解
け
、
男
女
関
係
無
く
仲
良

く
な
る
事
が
出
来
、
楽
し
い
団
体

生
活
を
送
ら
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
経
験
は
全
て

こ
れ
か
ら
の
人
生
の
中
で
生
き
て

く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
第
二
十
八
回
・
日
本
小
・
中
・

高
校
生
そ
ろ
ば
ん
訪
米
使
節
団
の

団
員
に
選
ば
れ
た
事
は
、
私
の
誇

り
で
す
。

　
こ
の
旅
を
支
え
て
下
さ
い
ま
し

た
両
親
、
先
生
方
、
メ
ン
バ
ー
の

仲
間
、
全
て
の
方
々
に
心
か
ら
の

感
謝
を
。

　
本
当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

 

新
見
地
区
報
告

　
岡
山
地
区
の
林
嘉
樹
先
生
が
、

県
高
野
連
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
大
学
卒
業
後
、
赴
任
さ
れ
た
高

校
で
の
珠
算
指
導
は
、
二
十
二
年

間
に
及
ぶ
。「
珠
算
は
暗
算
を
鍛

え
た
り
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
た
り

す
る
た
め
の
反
復
練
習
を
繰
り
返

す
。
継
続
す
る
こ
と
や
基
本
の
大

切
さ
は
、
野
球
と
同
じ
で
す
。
挫

折
や
失
敗
か
ら
も
、
し
っ
か
り
学

ん
で
ほ
し
い
。」
と
現
在
倉
敷
商

高
校
長
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
林
先

生
の
記
事
が
朝
日
新
聞
（
五
月
二

十
五
日
付
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
ご
就
任
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 地

区
だ
よ
り

第
二
十
八
回

　日
本
小
・
中
・
高
校
生

そ
ろ
ば
ん
訪
米
使
節
団
を
終
え
て

各種大会のご案内

◆岡山県ちびっ子そろばん大会開催
　小学３年生まで参加できます
　日　時　平成28年10月10日（祝）
　場　所　岡山県生涯学習センター

　写真（CD）希望者は９月末日までに
　支部へ申し込みして下さい。（広報部）

◆全日本通信珠算競技大会
　日　時　平成28年10月16日（日）

◆岡山県下通信暗算競技大会
　日　時　平成28年
　　　　　11月28日（月）～12月４日（日）

　
　種
目
別
読
上
暗
算
競
技

　
　
　
三
位
　
廣
石
　
佳
穂

　
　フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
競
技

　
　
　
三
位
　
廣
石
　
佳
穂

　
　中
国
五
県
対
抗
競
技

　
　
　
準
優
勝

　
　中
国
五
県
名
人
戦

　
　
　
準
名
人

　
　
　
　
廣
石
　
佳
穂
　
関
西
学
院

　
　
　
　
大
学
（
若
潮
ス
ク
ー
ル
）

多数の参加をお待ちしています

り
、
読
上
算
の
練
習
方
法
も
教
え

て
頂
き
、
早
速
取
り
入
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。
十
三
桁
〜
十
六
桁
の

読
上
算
を
披
露
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
さ
す
が
！
早
い
の
に
は
っ
き

り
と
聞
き
取
れ
る
本
当
に
す
ば
ら

し
い
凄
い
読
上
算
を
生
で
聞
く
こ

と
が
出
来
て
最
高
！
感
動
し
ま
し

た
。
今
日
参
加
出
来
て
、
大
変
実

の
あ
る
講
習
会
と
な
り
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

指
導
者
講
習
を
受
講
し
て

 

美
咲
地
区
　
遠
藤
真
由

　
八
月
二
十
八
日
、
岡
山
県
支
部

主
催
の
指
導
者
講
習
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
広
島
県
支
部
副
支
部
長
で
あ
る

伊
藤
博
子
先
生
に
よ
る
「
応
用
指

導
に
つ
い
て
」
と
い
う
講
演
で
し

た
。

　
伊
藤
先
生
は
自
身
も
そ
ろ
ば
ん

の
選
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
の
は

も
ち
ろ
ん
、
娘
で
あ
る
渡
辺
（
伊

藤
）
由
夏
選
手
を
は
じ
め
、
数
々

の
生
徒
が
五
県
大
会
等
に
出
場
さ

れ
て
い
る
方
で
す
。

　
ま
ず
、
は
じ
め
に
三
・
二
・
一

級
の
応
用
計
算
の
指
導
法
に
つ
い

て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
一
問
一
問
、
伊
藤
先
生
の
塾
で

の
指
導
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
、

細
か
く
お
話
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
私
も
普
段
よ
り
応
用
計
算
に

は
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
が
、「
こ

う
い
う
問
題
の
時
は
こ
う
し
な
さ

い
」
と
い
う
指
導
が
多
か
っ
た
様

に
思
い
ま
す
。
算
数
力
が
重
要
視

さ
れ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
生

徒
た
ち
が
実
際
に
算
数
で
習
う
内

容
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
生
徒
た

ち
が
意
味
を
理
解
す
る
事
が
重
要

な
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
伊
藤
先
生
の
得

意
分
野
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
読

上
算
の
指
導
法
や
読
上
の
実
演
も

行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
指
導
法
は
も

ち
ろ
ん
、
な
ん
と
い
っ
て
も
伊
藤

先
生
に
よ
る
読
上
算
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
圧
巻
で
し
た
。

普
段
、
私
は
読
上
算
を
読
む
こ
と

に
消
極
的
で
年
に
数
え
る
ほ
ど
の

回
数
し
か
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
回
伊
藤
先
生
の
読
上

算
を
聞
き
、
体
験
し
て
み
て
読
上

算
競
技
の
楽
し
さ
を
再
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
少
し
で
も
時
間
を
使
っ
て
生
徒

に
も
読
上
算
の
楽
し
さ
を
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　写真（CD）希望者は９月末日までに


